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特  

集
寄
附
金
税
制
が
よ
り
身
近
に
変
わ
り
ま
す

シ
マ
の
話
題　

そ
の
１(

し
ま
興
し
祭
り
）

　
　
　
　
　
　

そ
の
２(

発
電
所
第
６
号
機
増
設　

ほ
か)

　
　
　
　
　
　

そ
の
３(

ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
続
報　

ほ
か)

　
　
　
　
　
　

そ
の
４(
徳
州
会
キ
バ
ロ
ー
祭　

ほ
か)

今
月
の
か
お
（
長
島　

稔
さ
ん
）

年
金
に
も
っ
と
興
味
を
！

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

今
月
の
花
・
編
集
後
記

広　 報

N o . 493

７
平成20年

（ 2 0 0 8 ）

写
真
説
明

特
攻
花

（テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
）

　

な
ぜ
か
空
港
周
辺
に
多
く
見
ら
れ
、

シ
マ
を
訪
れ
る
観
光
客
や
帰
省
客
を
、

ま
っさ
き
に
歓
迎
し
て
く
れ
る
の
が
、

こ
の
花
で
あ
る
。

　

梅
雨
時
期
を
ピ
ー
ク
に
、
一
年
じ
ゅ

う
元
気
よ
く
笑
って
い
る
彼
ら
だ
が
、

前さ
き

の
大
戦
で
は
、
そ
の
小
さ
な
姿
に

似
合
わ
ぬ
、
つ
ら
く
悲
し
い
重
荷
を
、

背
負
わ
さ
れ
た
過
去
を
持
つ。

写真提供：㈱七彩工房　仲田千穂さん（プロ写真家）



個人住民税の寄附金税制が     大幅に拡充されました

　手続き方法

以上で、必要な手続きは完了です。
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福島ウスエさん ( 赤連 ) の百歳敬老訪問

町民の方へ
　　皆さんのご家族・ご親戚・お知り合いの方々へ、ぜひこの制度をご紹介ください。

　特集：寄附金税制が変わります

　平成２０年４月３０日に公布された「地方税等の一部を改正する法律」により、個人住民税の寄附金制
度が大幅に拡大・充実しました。ここで、この制度の概要説明と、皆さんのご利用のお願いをいたします。

■喜界町への寄附金控除が大幅に拡大

　「ふるさと喜界島を応援したい」という納税者の思いを活かすことができるように、寄附金税制が抜本
的に拡充されました。

　どんな制度なの？

　喜界町に対する寄附金のうち、5，000 円を超える部分について、個人住民税所得額の約１割を上限に、
所得税と合わせて全額が控除されることとなりました。

　例えば、給与７００万円で夫婦２人・子供２人の方が、４万円の寄附をした場合には？
　【この方の住民税額は２９３，５００円と仮定した場合】
　  ①　寄附金４万円のうち、５，０００円を引いた残りの３５，０００円が控除対象となります。
 　 ②　所得税の寄附金控除（所得控除）で、
　　　  ３５，０００円×１０％（この方に適用される所得税の最高税率）＝３，５００円が軽減されます。
　  ③　住民税の寄附金控除で、残りの３１，５００円の税額が軽減されます。
　  ④　②と③を合わせて、３５，０００円の税額が軽減されることになります。

     つまり、４０，０００円の寄附を喜界町にすると、税金が３５，０００円減額されます。 

　誰でも寄付できるの？

　喜界島出身者以外の方でも、どなたでもできます。
　　（出身地や過去の居住地などは、まったく問いません）

　いつからこの制度は始まるの？

　平成２０年１月１日以後に、喜界町へ行った寄附から新しい制度が適用されます。
　・住民税額が実際に軽減されるのは、寄附をした翌年度分の住民税です。
　・所得税については、寄附をしたその年の税額が軽減されます。（最寄りの税務署にて還付申告が必要  
　　です）

質問「シマのために、ぜひ利用したい！ でも、どうすればいいの？」

回答「手続きは、とても簡単です。下の手順にしたがって進めてください」

①　喜界町に対して、寄附をする旨の連絡をする

○寄附の方法については、喜界町役場総務課へお問い合わせください。℡ 0997-65-1111（内線 13）
　または鹿児島県ふるさと納税推進班 099-286-2169（直通）

②　喜界町から領収証を受領する

○ 寄 附 を し た 際 に 受 け 取 っ た 領 収 証 は、 所 得 税 及 び お 住 ま い の 市 区 町 村 へ の 住 民 税 控 除 を 受 け る た め
に必要ですから大切に保存してください。

　 ま た、 控 除 に つ い て は、 最 寄 り の 税 務 署・ お 住 ま い の 市 区 町 村、 あ る い は 喜 界 町 役 場 税 務 課（ 内 線
４２）へお問い合わせください。

③　寄附金控除に関して申告書を提出
○ 毎 年 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日 ま で に 行 っ た 寄 附 に つ い て、 翌 年 3 月 15 日 ま で に 最 寄 り の 税 務 署 に、
所 得 税 の 申 告 を 行 っ て く だ さ い。 こ の と き、 ② で 受 け 取 っ た 領 収 証 な ど を 申 告 書 に 添 付 す る こ と が 必
要ですので、ご注意ください。

　（注意） �　所得税の電子申告 (e-tax) を利用する場合は、領収証の添付は省略可。（ただし、3 年間
は保管することが必要です）また、お住まいの市区町村への住民税控除だけを受けようと
する場合は、所得税の申告の代わりに、お住まいの市区町村に申告を行っても構いません。
ただし、この場合は所得税の控除は受けられないので、ご注意ください。

寄附者

（寄附金）

喜界町

◆◆◆美しい喜界島の自然保護のため 喜界島の未来を創る子ども達のため すこやかな老後のため　　　　　　　伝統文化保存のため お預かりした寄附は、大切に活かします。

佐手久ユリ群生地

オオゴマダラサナギ

喜界島で確認された、絶滅した
はずのダイトウウグイス

保育所の子どもたち

ユーエーの締めは六調 ( 佐手久）



　

シ
マ
遊
び
や
町
の
夏
ま
つ
り
な
ど
各
イ
ベ
ン
ト
で
、

♪
け
ら
じ 

け
ら
じ 

け
ら
ー
じ
♪
と
い
う
楽
し
げ
な
歌

を
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
け
ら
じ
み
か
ん
の
う
た
」
を
歌
っ
て
い
る

の
が
、
長
島
稔
さ
ん
そ
の
人
で
あ
る
。

　

長
島
さ
ん
は
、
５
月
に
奄
美
市
で
行
わ
れ
た
第
４

回
奄
美
歌
謡
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
自
身
の
手
に

よ
る
新
曲
「
日
食
」
で
見
事
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
て

い
る
。

　

今
回
、こ
れ
か
ら
も
〝
シ
マ
の
風
景
や
心
情
〟
を
「
歌

い
つ
づ
け
た
い
」
と
い
う
長
島
さ
ん
を
、「
今
月
の
か

お
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
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「
オ
レ
が
歌
を
つ
く
っ
て
盛
り
上
げ
て

や
る
」。

　

昨
年
の
正
月
。
同
窓
会
の
席
で
、「
花け

良ら

治じ

を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
友
人

の
言
葉
を
聞
き
、
酔
っ
た
勢
い
に
ま
か

せ
て
放
っ
た
冒
頭
の
一
言
か
ら
「
け
ら

じ
み
か
ん
の
う
た
」
は
生
ま
れ
た
。

  

十
日
ほ
ど
で
書
き
上
げ
た
と
い
う
そ

の
歌
に
よ
り
、
長
島
さ
ん
の
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
く
。
C
D
を
自
主
制

作
し
、
そ
の
評
判
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

各
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
サ
バ

ニ
」
へ
の
出
演
依
頼
が
、
少
し
ず
つ
だ

が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。

＊　

＊　

＊

　

昭
和
52
年
、
父
・
司
さ
ん
、
母
・
京

子
さ
ん
の
間
に
、
も
う
今
は
な
い
旧
役

場
裏
の
母
子
セ
ン
タ
ー
で
長
男
と
し
て

産
声
を
上
げ
た
。

　

湾
小
の
合
唱
ク
ラ
ブ
や
安
田
民
謡
教

室
で
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
き
、

曲
作
り
や
バ
ン
ド
活
動
に
熱
中
し
た
高

校
時
代
を
経
て
シ
マ
を
出
た
。

　

上
京
し
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
門

学
校
の
門
を
叩
き
漫
画
を

専
攻
す
る
も
、
刺
激
的
な

都
会
の
生
活
の
な
か
で
、

興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
何

で
も
手
を
出
し
た
。

　

カ
ネ
の
か
か
る
都
会
で

の
生
活
。
好
き
な
こ
と
を

す
る
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト

に
精
を
出
し
な
が
ら
、
タ

レ
ン
ト
事
務
所
に
所
属
し

演
技
指
導
を
受
け
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
誌
の
読
者
モ
デ
ル

も
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
や
は
り
生
活
の
中
心
と

な
っ
た
も
の
は
音
楽
だ
っ
た
。
ひ
た
す

ら
曲
を
作
り
、
友
人
の
バ
ン
ド
に
提
供

も
し
た
。

　

し
か
し
、
釈
然
と
し
な
い
何
か
が
引
っ

か
か
っ
て
い
た
。

　

自
分
の
し
た
い
音
楽
は
何
な
の
か
。

手
探
り
の
日
々
が
続
い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
シ
マ
へ
の
想
い
が

頭
を
も
た
げ
た
。
望
郷
の
念
か
ら
で
は

な
い
。
シ
マ
を
離
れ
て
６
年
。
24
歳
の

時
で
あ
り
、
肌
を
刺
す
太
陽
の
光
や
、

潮
風
の
匂
い
は
簡
単
に
思
い
出
せ
る
。

  

「
僕
の
歌
は
シ
マ
で
こ
そ
活
き
て
く
る

の
で
は
」。

　

シ
マ
へ
戻
り
、
昼
は
家
業
を
手
伝
い
、

夜
は
作
詞
・
作
曲
と
録
音
を
続
け
る

日
々
。

　

気
が
つ
く
と
50
曲
以
上
作
り
た
め
て

い
た
が
、
や
は
り
手
探
り
の
日
々
は
続

い
た
。

　

同
窓
会
で
『
あ
の
一
言
』
を
放
つ
ま

で
は
。

＊　

＊　

＊

　

奄
美
歌
謡
選
手
権
で
は
、
千
三
百
人

の
観
衆
を
前
に
し
て
も
全
く
緊
張
し
な

か
っ
た
と
い
う
。
亡
く
な
っ
た
祖
父
母
、

家
族
、
シ
マ
や
全
国
の
仲
間
が
そ
ば
に

い
る
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
だ
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
曲
「
日
食
」
は
、
来

年
７
月
22
日
に
喜
界
島
で
観
測
さ
れ
る

皆
既
日
食
を
歌
っ
た
も
の
。
歌
詞
に
は
、

「
ハ
ナ
サ
シ
タ
ボ
リ
太テ
ィ
ダ陽
も
月
も　

ハ
ナ

サ
シ
タ
ボ

リ
光
も
影

も
」
と
あ

る
。
長
島

さ
ん
は
、

「
す
べ
て
は

表
と
裏
が

あ
り
、
自

分
の
心
を

含
め
て
、

清
ら
か
な

面
と
醜
い

面
が
あ
る
。

ど
ち
ら
も

真
実
で
あ
り
、
受
け
入
れ
た
い
」
と
そ

の
意
味
を
説
明
す
る
。

　

こ
の
曲
が
認
め
ら
れ
、
今
夏
の
奄
美

ま
つ
り
に
は
、
出
演
者
と
し
て
招
か
れ

て
い
る
と
い
う
。

　

今
後
の
抱
負
を
聞
か
れ
た
長
島
さ
ん

は
、「
シ
マ
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら
、

つ
た
な
い
僕
の
歌
で
も
声
が
枯
れ
る
ま

で
歌
い
た
い
」
と
話
し
、「
実
は
７
月
に

新
し
い
C
D
が
出
る
ん
で
す
」
と
遠
慮

が
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

現
在
は
徳
洲
会
病
院
に
勤
務
し
、
地

に
足
を
つ
け
な
が
ら
、
素
朴
に
シ
マ
を

歌
い
続
け
る
。

つ
い
に
発
売
決
定
！

長
島 

稔
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム

タ
イ
ト
ル
「
喜
び
の
島
で
」
全
10
曲

　

セ
ン
ト
ラ
ル
楽
器
よ
り

　
　
　
　

７
月
下
旬
発
売
（
価
格
未
定
）

手には皆既日食　背後には後光が差す

手 に は 花 良 治 ミ カ ン　 背 後 に は 阿 伝 小 の 児 童 た ち
（徳洲会キバロー祭にて）

たのしい歌を シマのみんなに つたえたい

好きではじめた歌が　仲間たちの　心をとらえた
    　いつしか島外にもその名がとどき　思いがけず
　ひとつの到達点をむかえた　これからも島にこだわり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌いつづける赤連　長

ながしま

島　稔
みのる

さん (30)

かお
今月の

　
「
産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉

の
祭
典
」、
第
５
回
し
ま
興
し

祭
り
が
６
月
28
日
、
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
と
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

姉
妹
町
盟
約
を
結
ぶ
菱
刈
町

か
ら
、
神
園
勝
喜
町
長
、
村
田

重
一
教
育
長（
本
町
荒
木
出
身
）

外
11
人
の
親
善
訪
問
も
あ
り
、

本
町
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ

の
表
彰
、
三
遊
亭
歌
之
介
さ
ん

（
落
語
家
）
の
講
演
な
ど
、
多

種
多
彩
な
催
し
物
が
あ
り
、
千

人
以
上
の
町
民
で
に
ぎ
わ
っ

た
。

「
本
町
で
最
初
に
歯
科
医
院
を
開
業

し
た
の
は
大
朝
戸
の
朝
野
さ
ん
で

す
。
村
田
教
育
長
を
は
じ
め
、
菱
刈

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
は
大
勢
い
ま

す
よ
」

「
今
日
の
喜
界
町
が
あ
る
の
は
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

第５回 し ま 興 し 祭 りし ま 興 し 祭 り
あいさつする菱刈町長

各部門で 20 人の方が表彰を受けた

爆笑につぐ爆笑　お腹が痛くなりました18 人抜きで真打昇格を果たした実力者

　

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
う

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

息
も
つ
か
せ
ぬ
語
り
口
で
、
聴
衆
を

爆
笑
の
渦
に
叩
き
込
ん
だ
、（
ち
ょ
っ

ぴ
り
エ
ッ
チ
な
）三
遊
亭
歌
之
介
師
匠
。

　

笑
い
の
合
間
に
涙
も
ホ
ロ
リ
。

　

「
ト
マ
ト
も
ぎ
取
り
」
は

大
人
気
、
た
く
さ
ん
の
参
加

者
で
、
す
ぐ
に
な
く
な
っ
た
。

　

血
圧
検
査
や
体
脂
肪
率
測

定
の
ほ
か
に
、骨
粗
鬆
症
（
こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
検
査
、

骨
年
齢
検
査
、
血
管
年
齢
、

栄
養
相
談
も
無
料
で
行
わ
れ

た
。

チュフックブノーフサティヤー

お待ちかねのわくわく抽選会

　

一
等
冷
凍
庫
を
ね
ら
う
人
、
人
、

人
。
運
命
の
カ
ギ
を
握
る
は
産
業

振
興
課
の
ホ
ー
プ
、
穂
積
く
ん
。

色
と
り
ど
り
の
出
演
者
が
華
を

添
え
た
文
化
協
会
の
舞
台
発
表
。

　

最
後
の
締
め
は
や
は
り
六
調
。

　

み
ん
な
を
リ
ー
ド
す
る
、
幸こ

う

得と
く

恵け
い

祐す
け

君
（
２
つ
）。

　

三
味
線
と
太
鼓
が
聞
こ
え
る

と
一
目
散
に
「
躍
り
」
出
た
。

そ
の
１
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九
州
電
力
新
喜
界
発
電
所
（
西
安

之
所
長
）
は
新
た
に
発
電
機
（
６
号

機
）
を
増
設
し
６
月
26
日
、
営
業
運

転
を
開
始
し
た
。

　

従
来
ま
で
の
発
電
能
力
は
、

八
一
〇
〇
kw
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
だ
っ

た
が
、
今
回
の
増
設
に
よ
り
一
気
に

一
二
六
〇
〇
kw
と
な
っ
た
。

　

昨
年
の
最
大
発
電
は
、
７
月
27
日

の
九
四
三
〇
kw
（
冷
房
や
地
下
ダ
ム

の
揚
水
需
要
な
ど
）
で
あ
っ
た
が
、

今
後
の
需
要
は
新
発
電
所
だ
け
で
対

応
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

今
回
の
発
電
機
は
、

従
来
の
５
機
と
同
じ
く

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

で
、燃
料
は
A
重
油（
税

制
で
は
重
油
に
分
類
さ

れ
る
が
、
成
分
組
成
的

に
は
軽
油
）
を
使
用
す

る
。

　

ま
た
、
新
技
術
に
よ

り
窒
素
酸
化
物
の
排
出

量
低
減
、
起
動
・
停
止

の
自
動
化
や
集
中
監
視

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
充
実

に
よ
り
、
周
辺
環
境
に

も
配
慮
し
て
い
る
。

　

喜
界
町
和
牛
改
良
組
合
（
思
照

也
組
合
長
、
会
員
71
）
は
６
月
17

日
、
第
31
回
総
会
を
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
思
組
合
長
は
、「
こ
れ

ま
で
高
値
安
定
し
て
い
た
子
牛
セ
リ

価
格
は
、
原
油
高
の
影
響
を
受
け
て

低
迷
し
、
そ
の
反
面
、
飼
料
代
は

値
上
が
り
を
続
け
て
い
る
。
し
か

し
、
肥
育
農
家
は
発
育
の
良
い
子
牛

は
、
従
来
ど
お
り
の
高
値
で
購
買
す

る
。
私
た
ち
育
成
農
家
に
出
来
る
こ

と
は
、
子
牛
一
頭
一
頭
を
大
切
に
育

て
る
こ
と
。
こ
の
難
局
を
、
切
磋
琢

磨
し
組
合
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
切
ろ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓
の
加
藤

啓
雄
町
長
は
、「
本
町
に
あ
る
組
織

の
な
か
で
、
和
牛
改
良
組
合
が
一
番

若
い
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
常

日
頃
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

６
年
連
続
で
セ
リ
出
場
千
頭
を
達
成

さ
れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。
肩
を
組
み
合
い
、
ご
健
康

に
留
意
さ
れ
な
が
ら
、
町
の
発
展
に

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
私
も
共
に

頑
張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
で
は
、新
規
就
農
者
紹
介
（
坂

元
実
子
さ
ん
、
中
島
譲
児
さ
ん
、
栄

浩
二
さ
ん
、
新
田
隆
次
さ
ん
）
や
高

価
格
販
売
表
彰
が
あ
り
、
視
察
研
修

報
告
も
参
加
者
全
員
か
ら
あ
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
、

役
員
改
選
が
審
議
さ
れ
、
了
承
さ
れ

た
。

　

総
会
後
に
は
、
獣
医
師
の
松
本
大

策
氏
に
よ
る
「
子
牛
の
飼
養
管
理
と

低
コ
ス
ト
に
向
け
た
繁
殖
経
営
」
と

題
し
た
講
演
も
あ
り
、
活
発
に
質
疑

応
答
が
出
さ
れ
た
。

　

高
齢
退
職
者
（
企
業
や
農
業
な
ど

の
現
役
か
ら
退
い
た
方
）
の
経
験
や

知
識
を
活
か
し
、
臨
時
的
か
つ
軽
易

な
作
業
等
を
ひ
ろ
く
請
け
負
い
、
生

き
が
い
健
康
づ
く
り
と
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
、
喜
界
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
理
事
長
：
加

藤
啓
雄
町
長
）
の
通
常
総
会
が
、
平

成
二
十
年
六
月
五
日
、
役
場
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
の
冒
頭
で
、加
藤
理
事
長
は
「
皆

さ
ん
の
取
り
組
み
は
決
し
て
派
手
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー
の
基

本
理
念
で
あ
る
『
自
主
・
自
立
・
協
働
・

共
助
』
は
、
町
の
理
念
と
も
い
え
ま

す
。
高
齢
社
会
を
迎
え
た
本
町
に
お

い
て
、
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

議
事
で
は
、
永
井
求
さ
ん
（
赤
連
）

が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
や
事
業

案
、
決
算
報
告
や
予
算
案
、
役
員
改

選
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

な
か
で
も
事
業
報
告
で
は
、
柳
常
雄

事
務
局
長
（
住
民
課
長
）
よ
り
「
設

立
よ
り
六
年
が
経
過
し
、
当
初
は
役

場
か
ら
の
受
注
が
八
割
を
占
め
て
い

た
が
、
十
九
年
度
に
お
い
て
は
、
民

間
企
業
や
一
般
家
庭
か
ら
の
受
注
が

大
半
を
占
め
て
い
る
」
と
説
明
し
、

今
後
に
向
け
て
「
堅
調
に
作
業
依
頼

が
増
加
し
て
い
る
が
、
会
員
の
増
加

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
た
め
、
連
日
作

業
に
就
く
会
員
が
多
い
」
と
、
新
規

会
員
拡
大
と
安
全
管
理
の
徹
底
を
課

題
と
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
理
事
と
し
て
岩
田

進
さ
ん
（
湾
）、
監
事
と
し
て
横
山

博
通
さ
ん
（
中
里
）
が
選
任
さ
れ
た
。

V 型 16 気筒の巨大エンジンが唸
うな

る（出力 4500kw）

発
電
所
６
号
機
増
設
営
業
運
転

ク
ー
ラ
ー
需
要
に
安
定
供
給

和
牛
改
良
組
合
総
会
開
催

平
成
20
年
度
喜
界
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
開
催

あいさつする思組合長

組合員より活発な意見が飛ぶ

会員に感謝と激励をする加藤理事長

国民年金だより　（年金にもっと興味を持とう！）

７月の年金相談に関するお知らせ

　県内の各社会保険事務所では、次の日程で年金相談窓口の休日開庁を実施します。ぜひこ
の機会にご自身の年金についてご相談ください。

月 実施日 年金相談受付日

７月

　７日（月） 年金相談の受付時間は
月・火曜日は　８：３０から１９：００まで、
土曜日は９：３０から１６：００まで

（その他の平日は８：３０から
　　　　　　　１７：１５までの受付です。）

１２日（土）

１４日（月）

２２日（火）

２８日（月）

すべての現役年金加入者に「ねんきん特別便」が届きます

　平成２０年６月より、国民年金、厚生年金保険に加入されている方々に、順次、年金加入
記録を送付します。ご自宅又はお勤めの会社に送付されますので、ご自身の年金加入記録を
ご確認いただき、訂正の有無等をご記入のうえ、返信用封筒で回答票を送付していただきま
すようお願いします。

不審電話が増えています

　最近、社会保険事務所の職員を装った不審電話の報告が増えています。医療費や給付金の
払い戻しがあることを説明し、銀行や郵便局でＡＴＭの操作を指示するという手口です。社
会保険事務所の職員が、ＡＴＭの操作をお願いすることはありません。不審な電話等があり
ましたら、社会保険事務所にご連絡ください。

寡婦年金

　 第 １ 号 被 保 険 者 と し て 保 険 料 の 納 付 済 み 期 間 等 が ２ ５ 年 以 上 あ る 夫 が 亡 く な っ た 時 に、
１０年以上継続して婚姻関係にあり生計を維持されていた妻に対して６０歳から６５歳にな
るまでの間支給されます。
　詳しくは社会保険事務所又は役場の年金窓口へ。

昨年度、失業等により国民年金保険料の特例免除承認を受けられた方へ

　特例免除とは、通常であれば審査の対象になる本人所得を除外して審査を行い、保険料の
納付が免除されるものです。（配偶者、世帯主に一定以上の所得があるときは保険料免除が
認められない場合があります。）特例免除は申請する年度又は前年度に退職・失業等の事実
がある場合に該当します。被保険者本人だけでなく、配偶者・世帯主が退職された場合にも
対象になります。

そ
の
２
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町民の尊い命を守るため～想いはただひとつ～
　喜界徳洲会病院（田中誠院長）と喜界消防分署（川
畑英二分署長）は共同で６月 16 日、同病院会議室に
おいて「救急カンファレンス」と銘打ち、学習会を
開催した。
　 昨 年 ６
月 か ら、
毎 月 一 回
は 開 催 し
て い る と
い う 学 習
会 の 内 容
は、 救 急
搬 送（ 全
体 の 約 98％は同病院受入）や島外搬送の際にお
いて実際にあったケースを例に、医師から適切な処
置法の指導や資器材の使用法の指導などがあり、互
いに意見交換もしている。
　また、最近では現在問題になっている、硫化水素
を吸飲した救急患者の対処法なども学習した。
　同病院看護師の相良長亨さんは、「助かる命を助け
るため、お互いに情報を共有し、個人ではなくチー
ムとしての全体的な底上げがねらい」、同署警防係の
徹島一秀さんは、「毎回新しい知識が吸収できる。ま
た、現場では医師の指示を仰ぐ余裕がない。『知らな
かった』では済まないので、大変勉強になる」と話し、
それぞれ表現は違えど、「町民の尊い命を守ることが
唯一の目的であり、これからも続けていきたい」と
口を揃えた。

知
っ
て
ま
す
か
？

カ
ラ
ダ
に
良
い
運
動
・
悪
い

運
動

　

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
の
効
果
や

正
し
い
方
法
な
ど
を
学
び
、
健

康
増
進
を
図
る
目
的
で
「
し
っ

か
り
運
動
グ
ル
ー
プ
（
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
主
催
）」
が
６
月
13

日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
、
健
康
運
動
教
室
を
開
い

た
。（
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
７

時
か
ら
開
催
し
て
い
る
）

　

益
田
泌
尿
器
科
（
奄
美
市
）

が
運
営
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
「
ア
ク
ア
」
の
泉
麻
生
さ

ん
が
指
導
者
と
な
り
、
腰
や

膝
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
方
法

を
説
明
し
な
が
ら
、
ゴ
ム
製
の

チ
ュ
ー
ブ
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
楽
し
ん

だ
。

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
体
岡

光
子
主
幹
保
健
師
は
、「
運
動
は

何
歳
か
ら
始
め
て
も
遅
す
ぎ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

体
力
に
合
わ
せ
、
皆
で
楽
し
く

運
動
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
る
。

　

参
加
者
の
岡
村
藤
男
さ
ん
（
嘉

鈍
）
は
、「
農
作
業
で
体
は
動
か

し
て
い
る
が
、
使
う
筋
肉
が
違

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で

覚
え
た
体
に
負
担
の
な
い
運
動

を
、
家
で
も
続
け
た
い
」
と
話

し
た
。

　

な
お
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

で
は
、
他
に
も
高
齢
者
向
け
の

「
し
っ
か
り
貯
筋
体
操
グ
ル
ー

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
魅
せ
ら
れ
て

　

(

財)

日
本
鳥
類
保
護
連
盟
に
よ

る
、
野
生
生
物
の
保
護
に
功
績
の

あ
っ
た
人
物
や
団
体
に
贈
ら
れ
る

褒
賞
を
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
調
査

を
続
け
る
福
島
誠
さ
ん
（
中
里
）

が
受
賞
し
、
６
月
４
日
に
加
藤
啓

雄
町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

　

伝
達
式
の
あ
と
、
町
長
と
歓
談

し
た
福
島
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
け
た
の
も
、
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
お
か
げ
。
も
っ
と
言
え

ば
、
渡
り
蝶
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
、

他
の
島
よ
り
多
く
立
ち
寄
る
喜
界

島
の
自
然
環
境
の
お
か
げ
」
と
話

し
、
そ
れ
受
け
て
町
長
は
、「
過
去

に
大
島
群
島
全
体
で
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
害
虫
対
策
と
し
て
導
入
さ
れ

た
キ
ジ
は
、
他
の
島
で
は
あ
ま
り

定
着
で
き
な
か
っ
た
が
、
喜
界
島

で
は
大
繁
殖
し
て
い
る
。
風
土
や

気
候
は
変
わ
ら
な
い
の
に
不
思
議

だ
。
や
は
り
喜
界
島
は
生
き
物
が

住
み
や
す
い
何
か
が
あ
る
の
だ
ろ

う
」
と
応
え
た
。

　

ま
た
、「
先
日
、
喜
界
島
で
絶
滅

亜
種
の
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
が
数

十
年
ぶ
り
に
再
発
見
さ
れ
た
が
、

私
が
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
蝶
が
、
渡

り
の
コ
ー
ス
か
ら
大
き
く
外
れ
た

大
東
島
で
確
認
さ
れ
た
」
と
も
報

告
し
た
。

　

今
後
に
向
け
て
福
島
さ
ん
は
、

「
昨
年
頃
か
ら
飛
来
数
が
減
っ
て

い
る
の
が
気
が
か
り
だ
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
の
中
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
喜
界
島
に
居
な
が
ら

に
し
て
、
シ
マ
な
ら
で
は
の
調
査

を
続
け
た
い
」
と
話
し
た
。

結果を恐れず全力勝負！
　NPO 法人全世界空手道連盟新極真会（緑健児代
表：奄美出身）が主催し、８月９日に東京体育館で開
幕する骨髄バンクチャリティー空手ドリームカップ
２００８に、中山勝史君（喜高１年）、酒井直人君（一
中１年）、藤原優花さん（坂嶺小６年）と東光代さん（湾
小２年）が出場する。

　なかでも藤原さん
は、３月に佐賀県で
開催された全九州選
手権大会で、激戦の
末に３位入賞を果た
し、同じく東さんも
２回戦進出を果たし
ている。
　大会に向けて、藤
原さんは、「東京の

大舞台で試合をするのは初めてですが、結果を恐れず
に、普段の鍛錬の成果をすべて出し切りたいです」、
東さんは「この前は１回しか勝てなかったから、東京
では２回勝ちたい！」とそれぞれ決意した。
　なお、今年の 11 月 23 日には、本町において第 24
回奄美空手道選手権大会が開催され、藤原さんは連覇
をねらう。

※新極真会
　極真空手の開祖・故大山倍達氏の「頭は低く目は高
く、口を慎んで心広く、孝を原点として他を益す」と
いう遺志を実践するため、武道空手をとおして、「青
少年育成」、「国際交流」、「社会貢献」などを目的とした、
世界的に活動する NPO（非営利）団体。

北京オリンピックに負けません
～喜界園開園記念運動会～

「いしづみ」
第２号を刊行
　喜界島郷土研究
会（上原慶三郎会
長）が、会報とし
て「いしづみ」第
２号を刊行した。
　多彩な執筆陣に
より、前

さき

の大戦に
関すること、在来
ミカン・喜界馬・鹿児島では喜界と沖永良部にしか生息し
ないサキシマヌマエビなどの生物に関すること、城久遺
跡・系図・琉球に係わる歴史に関すること、島のしきたり・
八月踊りなどの伝統や風俗に関することなど、かなりの
読み応えがある内容となっている。
　刊行にあたって上原会長は、「島の先人達が歩んできた
歴史を再認識することは、島に生まれ育ったことに感謝
し、誇りを持つことにつながります。私達の郷土研究は
スタートしたばかりですが、存在しないかも知れないゴー
ルに一歩ずつ近づくことに意義があります。この取り組
みへ、ひとりでも多くの方の参加を望みます」と話した。

プ
」、
70
歳
ま
で
の
方
を
対
象
と

し
た
「
楽
し
く
運
動
グ
ル
ー
プ
」

の
参
加
者
も
随
時
募
集
し
て
い

る
。

問
い
合
わ
せ
先

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

電
話　

65-

３
５
２
２

念
運
動
会
を
６
月
19
日
、
同
所
園
庭

で
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
金
井
園
長
が
、「
今
年

は
移
転
建
て
替
え
し
て
10
年
目
の
記

念
の
年
で
あ
り
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
炎
天
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
五
輪
代
表
の
選
手

に
負
け
ず
、
勝
利
を
目
指
し
て
プ

レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
つ
づ
い
て
金
井
園
長
、
美
野
チ

ク
選
手
（
赤
組
）、
川
畑
ハ
ナ
エ
選

手
（
白
組
）
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
競
技
が
始
ま
っ
た
。

　

競
技
は
サ
イ
コ
ロ
転
が
し
や
パ
ン

食
い
競
争
な
ど
７
種
目
で
争
わ
れ
、

ま
さ
に
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
の
連

続
と
な
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
合

戦
の
応
酬
も
あ
っ
た
。

　

勝
利
の
行
方
は
、
序
盤
に
リ
ー
ド

し
た
赤
組
が
、
白
組
の
猛
烈
な
追
い

上
げ
を
振
り
切
り
、
そ
の
ま
ま
辛
く

も
逃
げ
切
っ
た
。

最
終
得
点

　

赤
組
１
９
２ 

× 

１
８
２
白
組

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園

（
金
井
勝
芳
園
長
）
は
、
開
園
し

た
昭
和
50
年
か
ら
続
け
る
開
園
記

そ
の
３

真剣に耳を傾けるスタッフら

隣の人へ同時にボールを渡す

厳しい稽古をつづける藤原さん ( 左 )

両軍キャプテンによるテープカット

左二人目から中山君、酒井君、東さん、藤原さん、指
導にあたる藤山茂樹さん（右端）、牧政己さん（左端）

選手よりスタッフのほうが汗をかいて
いるのは秘密です

「皆さんこんにちは、ダイト
ウウグイスの濱尾章二です」
　ダイトウウグイスを喜界島で
確認し、日本全国へシマの名を
発信した立役者の、濱尾章二さ
んが再調査のため来島した。
　濱尾さんは、国立科学博物館
に籍をおき、主に鳥類の行動生
態学を研究する理学博士。なか
でも、ウグイスの配偶行動を中
心に研究している。
　今回の来島は、まだ分からな
いことが多いダイトウウグイス
の生態を、年間をとおして調査

することが目的という。
　また、濱尾さんは今回の「世
紀の大発見」について、「沖縄
でも確認されましたが、徳之島
や奄美大島を飛ばして、『なぜ
喜界島に多数定着しているの
か』など、行動生態学の視点で
ダイトウウグイスを見る面白さ
を町民の皆さんと共有できた
ら」と話す。
　これからも、喜界島を定期的
に訪れるという濱尾さん。「皆
さんのキビ畑の回りのヤブに立
ち入りますが、決して怪しいも

のではありませんのでご理解
を」と笑った。
　なお、「喜界町の皆様へ」と、
自身の著書「一夫多妻の鳥 ウグ
イス」を町へ進呈した。

この顔に「ピン」ときたらご協力を

「
執
筆
陣
の
紅
一
点
」
藤
岡
明
日
香
さ
ん

町長室で記念撮影
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平
成
２４
年
度

「
麻
し
ん
（
は
し
か
）
排
除
」

達
成
を
目
指
し
て

　

平
成
19
年
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大

陸
、
大
韓
民
国
で
は
、〝
麻
し
ん
排

除
達
成
〟
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
同
じ
年
に
、

10
代
、
20
代
を
中
心
と
し
た
年
齢

層
で
麻
し
ん
が
大
流
行
し
、
高
校

や
大
学
の
休
業
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ

ン
の
不
足
な
ど
の
混
乱
が
生
じ
ま

し
た
。

　

日
本
を
「
麻
し
ん
輸
出
国
」
と

批
判
す
る
国
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
の

５
年
間
を
「
麻
し
ん
排
除
の
た
め

の
対
策
期
間
」
と
定
め
、
中
学
一

年
生
と
、
高
校
三
年
生
を
予
防
接

種
の
対
象
者
と
し
て
追
加
し
ま
し

た
。

　

喜
界
町
で
も
、
中
学
一
年
生
と
、

高
校
三
年
生
に
Ｍ
Ｒ(

麻
し
ん
と

風
し
ん
混
合)

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
接
種
率
は
50
％
に
も

達
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
の
予
防
に
は
２
回
の
予

防
接
種
が
有
効
で
す
。
１
回
で
は

免
疫
が
下
が
っ
て
発
症
を
予
防
す

る
効
果
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

喜
界
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

予
防
接
種
率
は
、
低
い
の
が
現
状

で
す
。
予
防
接
種
は
保
護
者
の
責

任
で
す
。
中
学
生
・
高
校
生
を
予

防
接
種
に
連
れ
て
行
く
の
は
部
活

動
な
ど
も
あ
り
大
変
で
し
ょ
う
が
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
接
種
を
す
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

　

中
学
一
年
生
、
高
校
三
年
生
の

皆
さ
ん
、
麻
し
ん
を
予
防
し
、
先

天
性
風
し
ん
症
候
群(

難
聴
・
心

疾
患
・
白
内
障)

の
赤
ち
ゃ
ん
の

出
生
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
Ｍ

Ｒ(

麻
し
ん
と
風
し
ん
混
合)

ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
に
は
、
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
の
で
一
緒
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

  

お
問
い
合
わ
せ
は

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
ま
で

☎
６
５―

３
５
２
２

「「
認
知
症
介
護
家
族
交
流
会
」

の
お
知
ら
せ

　

３
月
に
「
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
」
鹿
児
島
支
部
の
方
々
が
来

島
さ
れ
講
演
会
と
家
族
交
流
会
が

あ
り
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
認
知

症
の
ご
本
人
と
の
や
り
と
り
に
つ

い
て
や
周
囲
の
理
解
を
得
に
く
い

つ
ら
さ
な
ど
様
々
な
思
い
が
出
て

き
て
話
が
つ
き
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

同
じ
家
族
同
士
で
話
し
を
す
る
場

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
介

護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
み
な
さ

ん
、
い
っ
し
ょ
に
お
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

[

日
時]

７
月
23
日
（
水
）

　
　
　

  

午
後
1
時
～
3
時

[

場
所]

中
央
公
民
館
旧
館

認
知
症
ミ
ニ
話

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
・
竹

内
教
授
の
話
よ
り
）

　

認
知
能
力
の
悪
化
は
体
調
不
良

で
お
こ
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

脱
水
で
意
識
が
ぼ
ん
や
り
し
た
り
、

栄
養
面
や
体
力
の
お
ち
る
と
注
意

力
や
意
欲
が
低
下
、
便
秘
で
情
緒

不
安
定
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
他

に
新
し
い
環
境
へ
の
不
適
応
、
知

的
衰
退
に
よ
る
勘
違
い
や
と
ま
ど

い
、
孤
独
や
抑
制
に
よ
る
葛
藤
な

ど
の
要
因
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
症

状
が
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
ど
ん

な
状
況
で
」
お
こ
る
か
を
よ
く
観

察
す
る
こ
と
で
改
善
の
糸
口
が
見

つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
家

族
や
関
係
者
で
よ
く
情
報
交
換
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
役
21
人
を

委
嘱

　

喜
界
町
で
は
、
６
月
２
６
日
に

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
の
推
進
役
を
担
っ
て
下

さ
る
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
の

委
嘱
交
付
式
と
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

推
進
員
の
方
々
は
、
次
の
通
り

で
す
（
敬
称
略
）。
徳
光
子
（
湾
）・

岩
田
千
春
（
湾
）・
筑
紫
清
江
（
湾
）・

秋
田
桂
子
（
中
里
）・
重
井
信
子(

手

久
津
久)

・
富
豊
西
（
上
東
）・
元

山
富
枝
（
川
嶺
）・
平
島
初
子
（
島

中
）・
栗
島
ヒ
ロ
エ(

西
目)

・
開

典
子(

坂
嶺)

・
玉
岡
裕
敏(

伊
砂)

・

加
島
桂
子(

志
東)

・
宇
陽
美
智
子

(

志
南)

・
渡
部
福
治(

志
南)

・
上

島
辰
代(

早
町)

・
橋
口
優
子(

白

水)

・
保
科
行
子(

阿
伝)

麓
真
利

子(

阿
伝)

・
川
本
宜
子(

阿
伝)

・

吉
川
キ
ヌ
エ(

花
良
治)

・
吉
岡
和

子(

花
良
治)　

―

以
上―

　

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
、
取
り
組

み
可
能
な
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

画
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆

様
も
積
極
的
に
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
の
精
神
で
、
推
進

員
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
楽
し
い

健
康
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
を
防
ご
う
！

　

夏
本
番
、
外
で
労
働
や
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
だ
け
で
な
く
室
内
で

過
ご
す
人
に
も
起
こ
り
ま
す
。
症

状
は
血
圧
の
低
下
や
め
ま
い
、
体

温
の
上
昇
、
頭
痛
・
吐
き
気
、
痙
攣
、

意
識
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

＊�

体
調
を
整
え
睡
眠
不
足
、
風
邪

気
味
の
時
は
無
理
を
し
な
い
。

＊�

通
気
性
の
良
い
服
を
き
て
、
外

出
時
は
帽
子
を
。
冷
房
が
な
い

部
屋
は
換
気
や
扇
風
機
で
風
を
。

＊�

こ
ま
め
に
水
分
補
給
。
喉
の
渇

き
を
感
じ
な
く
て
も
定
期
的
に

少
し
づ
つ
。
汗
を
か
い
て
る
時

は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
。

＊�

高
齢
者
や
子
供
は
、
体
温
の
調

整
機
能
が
低
く
、
自
覚
症
状
を

訴
え
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
と

く
に
注
意
！ 

第
一
回
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会
議

　

六
月
十
五
日（
日
）に
役
場
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
平
成
二
十
年

度
第
一
回
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
小
・

中
学
校
の
保
護
者
に
多
く
集
ま
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
月
精
清
教
喜
界
高
等
学

校
長
が
「
喜
界
高
校
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
、
平
成
十
九
年
度
の
進
路
の

状
況
や
、
現
在
の
学
習
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
基
調
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
中
学
校
区
に
分
か

れ
、「
学
校
・
家
庭
で
確
か
な
学
力

を
つ
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、「
学

校
だ
け
で
な
く
、
親
や
地
域
の
雰
囲

気
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
」「
子
ど

も
た
ち
自
身
に
判
断
力
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」「
教
師
は

授
業
を
充
実
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
な
ど
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
時
間
も
質
問
や
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
行
き
不
透
明
な
時
代
を
生
き
抜

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は

「
学
力
」
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
保

護
者
、地
域
、学
校
は「
夢
」に
向
か
っ

て
努
力
す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

第
二
回
学
力
向
上
対
策
会
議
は
、

三
月
に
実
施
予
定
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

　

６
月
14
日
（
土
）
に
町
体
育
館
で

体
育
指
導
委
員
会
（
東　

正
人
会
長
）

主
催
に
よ
る
標
記
体
験
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
各
中
学
校
区
を
巡

回
し
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
で
３
回
目
を
数
え
、

参
加
者
は
梅
雨
の
う
っ
と
う
し
さ
を

吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
「
い
つ
で

も
」「
だ
れ
で
も
」「
気
軽
に
」
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
心
地
よ
い

汗
を
か
い
て
お
り
ま
し
た
。

大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
歓
大
会
町
予
選
大
会

　

５
月
11
日
を
皮
切
り
に
、
４
週
に

ま
た
が
り
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
標

記
町
予
選
大
会
が
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
７
月
27
日
に
各
町
村
で
開
催
さ

れ
る
本
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。
な
お
、
５
月
25
日
以
降
の
試
合

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

・
優
勝　

上
嘉
鉄
Ｓ
Ｐ

○
卓
球
競
技
〈
男
子
の
部
〉

　

・
優
勝　

上
嘉
鉄
Ｓ
Ｐ

○
卓
球
競
技
〈
女
子
の
部
〉

　

・
優
勝　

上
嘉
鉄
Ｓ
Ｐ

○
軟
式
野
球
競
技

　

・
ガ
ッ
ツ
喜
界
Ｓ
Ｐ

　

今
月
号
は
、
第
二
分
科
会
で
決
定

し
た
実
践
事
項
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
最
初
の
動
作
で
あ

り
、
他
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
う

え
で
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
明
る
い
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
、
第

一
中
学
校
（
濵
頼
光
校
長
）
の
２
年

生
が
六
月
十
日
、
若
松
農
園
（
若
松

美
雄
代
表
）
を
訪
問
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
若
松
洋
介
さ
ん
（
写

真
左
）
か
ら
、
商
品
名
「
グ
リ
ー
ン

パ
ッ
ク
」（
※
従
来
の
陶
器
の
鉢
で

な
く
ビ
ニ
ー
ル
を
使
用
し
た
観
葉
盆

栽:

特
許
出
願
中
）
に
つ
い
て
、
倒

し
て
も
水
の
逆
流
や
蒸
発
を
さ
せ
な

い
工
夫
、
そ
の
結
果
水
や
り
の
回
数

を
減
ら
せ
る
、
幅
広
い
年
代
に
訴
え

か
け
る
た
め
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
重

要
性
、
購
入
者
の
生
の
感
想
を
大
切

に
す
る
こ
と
な
ど
、
説
明
を
受
け
、

ひ
と
つ
の
商
品
が
出
来
上
が
る
ま
で

の
経
緯
や
、
企
業
努
力
に
つ
い
て
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

～
保
護
者
も
参
加

し
て
学
力
向
上
を

考
え
る
～

ＲＤチャレンジなど５種目を楽しみました

老
若
男
女
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

心
地
よ
い
汗
を
!

第
14
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推
進

大
会
実
践
事
項

町
代
表
、
出
揃
う

第２分科会
〈潤いと安らぎのあるまちづく
 り部会〉

【実践事項】
「おはよう，こんにちは，さよ
うなら」のあいさつをします。

商品には色々な努力があることを学んだ

こ
う
や
っ
て
「
商
品
」
が
で
き

る
ん
だ
！

ＭＲ ( 麻しん・風しん )
定期予防接種の実施時期
　　●第Ⅰ期：１歳～２歳
　　●第Ⅱ期：小学校入学前１年
　　●第Ⅲ期：中学１年生
　　●第Ⅳ期：高校３年生
Ⅲ期、Ⅳ期は平成 24 年度までの期限付きの
実施です。高校生までは、全員２回接種す
ることになります。

新推進員に委嘱状が附与された



募　集　種　目 資　　　　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日 待　遇　・　その他

防 衛 大 学 校
学 生

推
薦

高卒 ( 見込含 )21 歳未満の者
(高等学校長の推薦等が必要)

9 月 5 日～ 9 月 9 日　
※ 1

9 月 27・28 日
修学年限 4 年　卒業後
1 年で 3 等陸・海・空尉一

般
高卒 ( 見込含 )21 歳未満の者
( 自衛官は 23 歳未満 )

9 月 8 日 ～ 9 月 30 日
※ 1

1 次 11 月 15・16 日
2 次 12 月 16 ～ 20 日

防 衛 医 科 大 学 校
学 生

高卒 ( 見込含 )21 歳未満の者
9 月 8 日 ～ 9 月 30 日

※ 1
1 次 11 月 1・2 日
2 次 12 月 3 ～ 5 日

修学年限 6 年　医師免許
取得後 2 等陸・海・空尉

航 空 学 生 高卒 ( 見込含 )21 歳未満の者
8 月 1 日 ～ 9 月 10 日

※ 1

1 次 9 月 23 日
2 次 10 月 18 ～ 23 日
3 次 11 月 15 日～ 12 月
12 日

入隊後約６年で
3 等陸・海・空尉

看 護 学 生 高卒 ( 見込含 )24 歳未満の者
9 月 8 日 ～ 9 月 30 日

※ 1
1 次 10 月 25 日
2 次 11 月 22・23 日

修学年限 3 年　看護師
免許取得後 2 等陸曹

一 般 曹 候 補 生 18 歳以上 27 歳未満の者
8 月 1 日 ～ 9 月 10 日

※ 1
1 次 9 月 20 日
2 次 10 月 9 ～ 16 日

入隊後 2 年 9 月経過以降
選考により 3 等陸・海・空
曹

２ 等
陸・ 海・ 空 士

男
子

18 歳以上 27 歳未満の者
年間を通じて行ってお
ります。 ※ 1

受付時にお知らせいたし
ます。※ 2

陸上 ( 技術系を除く ) は 2 年、
陸上 ( 技術系 )・海上・航空は、
3 年を 1 任期として任用
( 以降 2 年を 1 任期 )

女
子

18 歳以上 27 歳未満の者
8 月 1 日 ～ 9 月 10 日

※ 1
9 月 28・29 日

自 衛 隊 生 徒 本制度は、名称も含め改正する予定です。詳細については、下記の奄美大島事務所へお問い合わせくだ
さい。

※ 1　�平成 21 年 3 月中学校・高等学校卒業予定者、中等教育学校前期課程修了予定者又は中等教育学校卒業予定者の受付に
ついては、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施いたします。

※ 2　�平成 21 年 3 月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成 20 年 9 月
16 日以降に行います。

問い合わせ先：自衛隊奄美大島事務所 担当：常田広報官　℡ 53-9103　喜界町役場総務課 担当：夏目　℡ 65-1111

喜界町自衛官募集相談員　大倉 清 ℡ 65-0369　福原 安成 ℡ 65-2061　峰山 恵一 ℡ 66-0081

平成 20 年度自衛官募集案内 暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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県職員採用試験を実施します〈初級・中級〉
【試験の種類】○中級　一般事務、教育事務 　　 ○初級　一般事務、警察事務、土木
【受 付 期 間】８月 11 日（月）～８月 27 日（水）
【試 験 日】９月 28 日（日）
【試 験 地】鹿児島市
【そ の 他】�試験案内及び受験申込書は７月１日から配布します。なお、受験資格、申込書の

配布場所など、詳しいことについては、県ホームページをご覧いただくか、
　　　　　　    下記までお問い合わせください。
　　　　　　　　県人事委員会事務局総務課　℡０９９- ２８６- ３８９３

ご
存
知
で
す
か
？
停
電
中

で
も
ケ
ー
タ
イ
で
情
報
を

　

い
よ
い
よ
喜
界
島
も
、
台
風
シ
ー

ズ
ン
が
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
州
電
力
で
は
、
台
風
等
の
非
常

災
害
時
に
、
停
電
情
報
な
ど
を
提
供

す
る
「
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お問い合わせ電話番号 0120-411-910 受付時間 : ９～ 17 時
(12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く )

申込は、パソコンからもできます。

詳しくは、http://www.kyuden.co.jp/em_mail まで

携帯メールサービス登録方法

九州電力モバイルサイト
http://kyuden.jp

こちらから

今すぐアクセス！

農
業
委
員
決
ま
る

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員
選

挙
が
６
月
22
日
に
行
わ
れ
た
。

  

選
挙
当
選
人
お
よ
び
関
係
機
関
推

薦
を
含
む
、
十
二
人
の
新
農
業
委
員

は
次
の
と
お
り
。（得

票
順
、
敬
称
略
）

【
選
挙
当
選
人
】　　
　
　

  

得
票
数

森　
　

三
磨

益
田　

幸

徹
島　

正
人

榮　
　

浩
光

柏
木　

貞
治

重
岡　

松
枝

中
山　

元
義

体
岡　

徳
章

玉　

謙
一
郎

【
町
議
会
推
薦
】

辰
己
正
明
（
志
戸
桶
）

【
あ
ま
み
農
協
推
薦
】

高
島
純
也
（
早
町
）

【
喜
界
土
地
改
良
区
推
薦
】

中
山
隆
寿
（
湾
） （

島　

中
）

（
荒　

木
）

（
上
嘉
鉄
）

（
佐
手
久
）

（
塩　

道
）

（
塩　

道
）

（
小
野
津
）

（
坂　

嶺
）

（
池　

治
）

２
４
５

１
７
４

１
６
５

１
６
５

１
４
８

１
３
５

１
２
０

１
１
８

　

９
６当選証書を附与される新農業委員

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
！

  

喜
界
町
で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
試
験
放
送
が
始
ま
り
、
本
放
送

も
８
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま
す
（
た

だ
し
一
部
。
全
島
対
象
は
来
年
早
々

に
予
定
）。

　

全
国
各
地
で
、
地
上
波
テ
レ
ビ
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な
い

工
事
や
、
代
金
請
求
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
詐
欺
・
悪
質
商
法
の
事
例

　

知
ら
な
い
差
出
名
で
「
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
接
続
料
請
求
書
」
と
書
か

れ
た
手
紙
が
届
き
、
料
金
を
払
わ
な

い
と
地
デ
ジ
が
見
ら
れ
な
い
と
書
か

れ
て
い
る
。

→
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
架
空
請
求
で
す
。

　

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前
が
書

か
れ
た
手
紙
が
届
き
、「
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
切
り
替
え
助
成
金
」
が
支

給
さ
れ
る
の
で
、
手
数
料
を
支
払
う

よ
う
書
か
れ
て
い
る
。

→
こ
の
よ
う
な
助
成
金
は
存
在
せ

ず
、
手
数
料
の
支
払
い
を
求
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
手
紙
、
電
話

や
訪
問
を
受
け
た
ら
、

総
務
省
九
州
総
合
通
信
放
送
局
放
送
課

電
話　

０
９
６
（

326
）
７
８
８
２

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

喜
界
町
で
は
今
年
度
、
国
の
委
託

事
業
、「
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育

支
援
基
盤
形
成
事
業
」
を
導
入
し
、

身
近
な
地
域
に
お
い
て
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
等
で
構
成
す
る

「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
を
創
設

し
、
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
、
相

談
体
制
の
充
実
を
は
じ
め
と
す
る
き

め
細
か
な
家
庭
教
育
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
家
庭
教
育

を
支
え
て
い
く
基
盤
を
整
え
る
事
を

主
眼
に
次
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

１　

湾
小
学
校
区
に
喜
界
町
家
庭　

　
　

教
育
支
援
協
議
会
の
設
置

　
　
（
15
人
）

２　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

　
　
（
20
人
）

（
ね
ら
い
）
子
育
て
に
関
心
が
薄
い

保
護
者
や
、
子
育
て
に
不
安
や
悩
み

を
抱
い
て
い
る
保
護
者
、
子
育
て
に

関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
学
ぶ
時
間
の

確
保
が
難
し
い
保
護
者
等
に
対
し

て
、
必
ず
参
加
す
る
地
域
の
祭
り
や

行
事
の
打
ち
合
わ
せ
等
の
場
を
活
用

し
て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
行
き
ま

す
。

３　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

　
　

の
養
成

　
　
（
20
人
）

ま
た
、
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

テ
ー
マ

①
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
の

　

役
割

②
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
親

　

の
役
割

③
親
へ
の
支
援
の
あ
り
方

④
家
庭
教
育
の
現
状
と
課
題

　

以
上
４
回
の
講
演
を
実
施
し
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
計
画
的
に
行
い
ま

す
。

４　

子
育
て
・
親
育
ち
講
座
の
実
施

　
　

ま
た
、
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

テ
ー
マ

①
親
の
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
（
躾

　

に
つ
い
て
）

②
家
庭
で
の
基
本
的
生
活
習
慣

③
思
春
期
に
お
け
る
規
範
意
識
の
育

　

成
④
家
庭
に
お
け
る
父
親
の
役
割
と
子

　

ど
も
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　

以
上
、
保
護
者
を
対
象
に
４
回
の

講
演
を
実
施
し
家
庭
教
育
の
果
た
す

役
割
を
修
得
す
る
場
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

地
域
で
家
庭
教
育
を
支
援

し
ま
す

住　
　

所
職　
　

業
氏  

名(

敬
称
略
）

志
戸
桶

農　

業

渡
部　

福
治

伊
実
久

〃

大
山　

昇
一

〃

〃

西
村　

賢
治

嘉　

鈍

〃

川
畑　

英
雄

早　

町

〃

榮
田　

義
稔

塩　

道

〃

大
塚　
　

忠

白　

水

〃

繁
田　

幸
雄

志
戸
桶

〃

新
田　

俊
彦

佐
手
久

〃

富
田　

昭
雄

志
戸
桶

〃

重
信　

米
造

佐
手
久

〃

奥
田
喜
久
男

小
野
津

〃

𠮷
内　
　

豊

〃

〃

中
山　

元
義

〃

〃

勝
岡　

玉
喜

〃

〃

南
島　

孝
徳

上
嘉
鉄

〃

富
村　

利
正

阿　

伝

〃

酒
井　

勝
也

〃

〃

佐
藤　

寿
一

上
嘉
鉄

〃

郷　
　

嘉
和

〃

農　

業

生
田　

正
信

手
久
津
久

会
社
員

濱
上　

栄
昭

浦　

原

農　

業

田
向　

春
光

〃

〃

田
畑　

武
八

羽　

里

〃

市
山　

文
一

池　

治

〃

玉　

謙
一
郎

川　

嶺

〃

元
山　

嘉
一

坂　

嶺

〃

開　
　

孝
俊

伊　

砂

〃

賀
川　

常
雄

中　

熊

〃

濵
川　
　

真

赤　

連

〃

嘉
津　

正
丸

中　

里

〃

山
倉　

一
男

湾

〃

山
本　

勝
一

島　

中

〃

本
田　
　

忠

城　

久

〃

井
上　
　

惺

〃

〃

篤
田　

善
男

喜
界
土
地
改
良
区
総
代
決
ま
る

　

農
地
の
か
ん
が
い
施
設
を
管
理
運

営
す
る
、
喜
界
土
地
改
良
区
の
総
代

（
受
益
者
の
代
表
）が
選
挙（
無
投
票
）

に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
選
人
は
、
次
の
と
お
り
。



地
域
住
民
に
感
謝
を
こ
め
て

徳
洲
会
病
院
島
人
キ
バ
ロ
ー

祭
　

喜
界
徳
洲
会
病
院
（
田
中
誠
院
長
）

は
６
月
８
日
、
病
院
前
駐
車
場
に
お

い
て
、
第
１
回
島
人
キ
バ
ロ
ー
祭
を

開
催
し
た

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
昇
佳

正
事
務
長
は
、「
平
成
３
年
に
オ
ー

プ
ン
し
て
以
来
、
地
域
の
方
々
に
は

温
か
く
育
て
て
い
た
だ
い
た
。
何
ら

か
の
形
で
恩
返
し
を
し
た
い
と
ス

タ
ッ
フ
一
同
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

よ
う
や
く
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
運
び
と
な
っ
た
。
来
年
以
降
も
、

い
っ
そ
う
お
年
寄
り
や
お
子
さ
ん
を

始
め
、
地
域
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
た
い
」

と
話
し
た
。

「将来ナースになろうかな」

お好み焼きも大人気。
相次ぐ注文に、マヨネーズをしぼる細腕に力がこもる。

多くの人手でにぎわった。特設ステージで
は、 は ま ゆ う コ ー ラ ス が 美 声 を 披 露 す る。
他にも多数の出演者が華を添えた。

あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
た
小
野

津
う
ど
ん

多
数
の
行
列
が
で
き
た

人 工 呼 吸 や AED（ 自 動 体 外 式 除 細 動 器 ） な ど の 心 肺
蘇生法の講習会も行われた。

そ
の
４

　町内・町外（島出身者に限る）の事務所や店
舗などをお持ちの皆さま、町の広報やホーム
ページに広告を掲載して会社やお店の PR をし
ませんか。

▽ 問い合わせ役場企画課　☎ 0997-65-1111

ひろまれ奉仕の輪　たかまれ環境意識
商工会青年部 ・ 女性部と峰山建設が奉仕の汗

　

奉
仕
作
業
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る

峰
山
建
設
は
、
５
月
に
老
人
ホ
ー
ム

喜
界
園
と
町
図
書
館
周
辺
、
６
月
に

は
平
家
森
・
長
嶺
周
辺
道
路
を
２
回

に
わ
た
り
作
業
し
た
。

　

喜
界
園
や
図
書
館
で
は
樹
木
せ
ん

定
、
側
溝
清
掃
を
し
、
平
家
森
周
辺

の
作
業
で
は
、
道
路
脇
の
樹
木
枝
の

除
去
や
ス
ス
キ
の
伐
採
を
し
た
。

　

喜
界
園
の
金
井
園
長
は
、「
梅
雨

で
草
が
伸
び
る
時
期
で
も
あ
り
、
園

の
運
動
会
も
控
え
て
い
る
。
タ
イ
ミ

ン
グ
良
く
、
大
変
有
り
難
い
」、
農

作
業
な
ど
で
一
日
何
回
も
平
家
森
周

辺
の
道
路
を
利
用
す
る
と
い
う
男
性

は
、「
通
行
し
や
す
く
な
っ
た
。
見

通
し
が
良
く
な
り
事
故
防
止
に
も
な

る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
し
た
。

　

峰
山
社
長
は
、「
地
域
が
あ
っ
て

の
我
々
。
日
頃
の
恩
返
し
の
意
味
も

含
め
、
今
後
と
も
地
域
へ
の
還
元
と
、

連
携
を
深
め
る
た
め
に
活
動
を
続
け
た
い
」
と
話
し
た
。

　

一
方
、
商
工
会
青
年
部
と
女
性
部
は
、
34
人
が
参
加
し
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
空
港
臨
海
公
園
を
清
掃
し
た
。

湾
側
・
中
里
側
な
ど
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
海
岸
の
漂
着
物
や
空
き
缶

な
ど
、
４
９
０
kg
も
の
ゴ
ミ
を
収
集

し
た
。

　

豊
島
部
長
は
、「
目
に
付
く
と
こ

ろ
は
ゴ
ミ
が
少
な
か
っ
た
が
、
海
岸

線
に
は
無
数
の
漂
着
物
が
あ
っ
た
。

次
回
は
計
画
を
立
て
て
取
り
組
み

た
い
。
皆
が
心
を
ひ
と
つ
に
す
れ

ば
、
も
っ
と
き
れ
い
な
喜
界
島
に
な

る
」
と
話
し
た
。
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花
房　

京
子

中

里

喜界町の推計人口
（平成 20 年 6 月１日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3768 戸 ( -  1 )

人 口 ・・・・・ 8,270 人 （-12）

男 ・・・・・ 3,933 人 ( -  8 )

女 ・・・・・ 4,337 人 ( -  4 )

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
青
葉
夕
べ
の
霧
雨
に
濡
れ

て
葉
末
に
滴
光
ら
す

嶺
倉　

祝
子

大
い
な
る
も
の
に
向
い
た
る
ご
と
く

朝
焼
け
の
中
一
人
佇
む

北
島　

シ
ナ

窓
明
け
て
繁
る
青
葉
を
目
に
映
す
機は
た

織
る
吾
の
日
課
と
な
せ
り有

村　

道
子

米
研
ぎ
つ
一
粒
だ
に
も
零
さ
じ
と
終

生
消
え
ぬ
心
の
こ
だ
わ
り竹

田
ヨ
シ
子

雨
垂
れ
が
鼓
動
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
打

つ
風
邪
に
臥ふ

す
わ
が
一
人
居
の
午
後

平
尾　

チ
ヨ

雨
風
に
揉
ま
れ
て
木
々
は
大
樹
と
な

り
歴
史
の
山
河
い
く
つ
超
え
来
し

屋
良
ミ
ノ
子

梅つ

ゆ雨
あ
め
に
濡
れ
て
月
桃
匂
う
な
か

ザ
バ
ン
島
に
果
て
し
人
の
顕た

ち
く
る

美
代　

イ
シ

し
と
し
と
と
過
ぎ
る
月
日
の
お
ぼ
ろ

夜
は
風
の
ぬ
く
み
が
夢
の
ご
と
し
も

郡　
　

市
子

お
ご
る
花
も
す
べ
て
咲
き
終
へ
侘
び

し
庭
さ
れ
ど
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
が
咲
満
つ

弥
島　

幸
子

白
壁
の
続
く
か
た
道
柿
若
葉
陽ひ
か
り光
を

浴
び
て
大
気
揺
ら
め
く

武
田　

幸
子

氏　
　
　

名

佐
東
オ
キ
ヱ

勝
田　

セ
イ

折
田　

洋
吉

中
野　

眞
一

小
池　

ケ
サ

織
田
フ
ク
エ

森
野　

ス
ヱ

吉
村　

ス
ミ

瀧
元
シ
ナ
子

年
齢

94
才

95
才

76
才

66
才

86
才

91
才

94
才

100
才

79
才

住

所

赤

連

浦

原

赤

連

中

里

赤

連
湾

塩

道
湾

滝

川

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

澄
み
通
る
緑
の
風
に
流
れ
く
る
赤

シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
初
夏
の
声林　

　

蓮
香

社
協
だ
よ
り

氏　
　
　

名

三
幸　

小こ
は
る桜

冨　

勘か
ん
た
ろ
う

太
郎

保
護
者

英　

樹

満　

仁

住

所

中　

里
湾

ふ
る
さ
と
寄
附
者

千

葉

県

加
藤　

末
昭　

様

峰
山
建
設
（
峰
山
恵
一
社
長
）
と
商
工
会
青
年
部
（
久
山
忍

部
長
）・
同
女
性
部
（
豊
島
代
子
部
長
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。

勝
田　

治
夫

折
田　

真
弓

中
野　

姫
子

石
原　

代
津
江

浦

原

赤

連

埼
玉
県
在
住

（
中　

里
）

赤

連

35
年
さ
ん
ご
会　

寄
付
金
五
万
円

■
寄
付
者

大箱 3,200 円
小箱 2,100 円

健康食品

喜界島産ごま１００％

限定販売 ご ま 生 産 日 本 一 　   　 　 　 　 　 　 　 農 薬 は 一 切 使 っ て お り ま せ ん 。

（すり鉢・家庭菜園用白ごま・ソラ豆種子入り）本場高級白ごまセット
島の香り

島ゴマ、キビアメ、ソラ豆、各種詰め合わせ
そら豆の皮むきも致します。１kg/100 円

（ご連絡下さればこちらから伺います）
喜界島産品開発 0997-65-0863（FAX 兼）

鹿児島

喜界島

東経 130°線



月
6-7

イジュ （ヒメツバキ）

　

今
月
号
の
表
紙
は
、
特
攻
花
を
追

い
続
け
る
写
真
家
・
仲
田
千
穂
さ
ん

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
多
謝
。

　

特
攻
花
と
い
う
異
名
を
持
つ
理
由

は
有
名
で
あ
り
省
略
す
る
が
、
特
攻

基
地
が
あ
っ
た
知
覧（
陸
軍
航
空
隊
）

や
、
鹿
屋
（
海
軍
航
空
隊
）
で
は
、

特
攻
花
（
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
）
の
花
言

葉
は
「
生
き
な
さ
い
」
と
い
う
そ
う

だ
。

　

命
令
口
調
に
違
和
感
を
感
じ
る

が
、
も
し
、
知
覧
に
あ
っ
た
隊
員
達

の
憩
い
の
場
『
富
屋
食
堂
』
の
女
主

人
で
、
特
攻
隊
員
の
母
親
代
わ
り
で

あ
っ
た
鳥
浜
ト
メ
さ
ん
の
言
葉
で
あ

れ
ば
納
得
が
い
く
。

　

中
継
基
地
が
あ
っ
た
シ
マ
に
も
、

出
撃
命
令
を
待
つ
隊
員
と
、
銃
後
を

守
る
シ
マ
の
乙
女
た
ち
と
の
間
に
、

束
の
間
の
交
流
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

互
い
に
、
淡
く
ほ
の
か
な
恋
心
を

抱
く
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

シ
マ
で
の
花
言
葉
は
「
行
か
な
い

で
」、「
ま
た
会
い
た
い
」
が
相
応
し

い
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　

い
ま
、
特
攻
花
た
ち
は
潮
風
を
受

け
、
楽
し
そ
う
に
揺
れ
な
が
ら
、
観

光
客
や
帰
省
客
を
迎
え
た
り
、
見
送

る
こ
と
に
忙
し
い
。

　

輝
か
し
い
未
来
が
待
っ
て
い
た
は

ず
の
若
者
を
、
心
な
ら
ず
も
自
ら
志

願
し
て
死
地
へ
赴
く
若
者
を
、
た
く

さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
を
、
だ

ま
っ
て
見
送
る
し
か
な
か
っ
た
特
攻

花
。
そ
の
小
さ
き
花
に
、
そ
の
よ
う

な
重
荷
を
、
再
び
背
負
わ
せ
て
は
な

ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　

 （
植
村
）
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ソテツ （蘇鉄）

　テンニンギク（天人菊）：シマで特攻花といえばこの花（囲み写真の左）。
日本には明治初期にアメリカから持ち込まれ、シマでも戦前から見受けられ
る。花言葉は「協力」、「団結」。
　囲み写真の黄色い花はキンケイギクといい、知覧や鹿屋で特攻花と言えば
この花。同じく外来種。シマでは滅多に見られず、空港周辺でも圧倒的にテ
ンニンギクが多い。花言葉は「陽気」。ちなみに、０６年に施行された外来
生物法により栽培禁止となり、防除対象となっている。可憐な花に罪はない
のだが、在来種を守るためには仕方ないのか。

　中村清さん宅（赤連）にて。原産地
のマダガスカル島では、ヨーロッパで

「世界で最も美しい木」と言われたた
めに盗掘や伐採にあい、ほとんど見ら
れないという。沖縄では普通に街路樹
として見られる。花言葉はないようだ。

（本土であまり見られない木花には、花
言葉がないケースが多い。もったいな
いことである）

　南西諸島の固有種。酸性
土壌を好むため、シマでは
百之台などで片手に余るほ
どしか確認されてない。材
質が硬くシロアリに強いた
め高倉に利用された。希少
なイジュがシマで多く使わ
れた理由は、奄美大島から
のタンムンと一緒に、小野
津 大 根 や ハ ン ス ー な ど と
物々交換されていたため。
当時は「むらさき丸」など
専用の貨物船も運航してい
た。花言葉はないようだ。

タ
チ
ア
オ
イ

（
立
葵
・
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
）

　

平
照
三
さ
ん
宅
（
湾
）
に
て
。

薬
用
と
し
て
日
本
に
入
っ
て
き
た

が
、
花
が
美
し
い
た
め
園
芸
用
と

し
て
品
種
改
良
さ
れ
、
多
様
な
花

が
あ
る
。
原
種
は
真
っ
赤
な
花
だ

が
、
邪
神
に
妬
ま
れ
た
釈
迦
が
傷

つ
け
ら
れ
た
と
き
に
流
れ
落
ち
た

血
か
ら
芽
生
え
た
た
め
、
と
い
う

伝
説
が
残
る
。
花
言
葉
は「
大
志
」、

「
野
心
」。
ち
な
み
に
、
一
番
上
の

花
が
咲
く
と
梅
雨
が
明
け
る
と
言

わ
れ
る
。

テ
ン
ニ
ン
ギ
ク

（
天
人
菊
）

　盛山克正さん宅（坂嶺）にて。シマ
では古くから畑の畦などで見られた
が、最近では公園や公共施設に植えら
れている。雌雄の花があり、丸囲みの
写真が雌花である。種子は有毒である
が、救荒作物として、飢饉や戦時中に
は十分に毒抜きをして食用にされたと
いう。今も奄美大島ではナリ味噌とし
て、普通にスーパーなどに並んでいる。
　花言葉は「雄々しい」。

編

集

後

記

ホウオウボク
（鳳凰木）


